
た。左側鼻腔粘膜 を剥離 したところ,鼻 腔底部に

一部歯冠 を認めたため
,歯 冠周囲の骨 を削除し抜

去 した。抜歯窩からの出血は少量であった。鼻腔

側か ら抜去 した歯牙は犬歯様 を呈 してお り歯根は

完成 していた。術後 は鼻出血等な く経過良好で

あった。

【考 察】正中埋伏過剰歯の抜歯は,歯 科口腔外

科領域 において唇側や口蓋側からの抜去は一般的

であり,外 鼻孔や鼻腔側から抜去 している報告は

少ない。当科において正中埋伏過剰歯を鼻腔側か

ら抜去 したのは本症例のみであった。

本症例では,歯 冠の一部が鼻腔側 に萌出してい

たが,外 鼻孔から抜去するには術野の明示が困難

であり,ま た,唇 側や口蓋側からでは骨削除量が

多くなるため鼻腔側より抜去 した。本症例におけ

る鼻腔側からの抜歯は,手 術時間や骨削除量の観

点からみて低侵襲であり,適 切な選択であった。

【結 語】今回われわれは,逆 性埋伏過剰歯を鼻

腔側 より抜歯 した1例 を経験 したので若干の文献

的知見を加えて報告 した。
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【緒 言】正中埋伏過剰歯は臨床においてよく遭

遇 し,口 腔 内から抜歯することは多いが,鼻 腔側

より抜歯するのはまれである。今回われわれは,

鼻腔側 より抜歯 した正中埋伏過剰歯の1例 を経験

したので報告す る。

【症例概要】現病歴:平 成24年2月 に近歯科医

院にて正中埋伏過剰歯を指摘 され,同 年3月 に精

査 ・加療を目的に当科初診となった。

症状および経過:初 診時自覚症状なく,炎 症 ・歯

列不正 ・萌出遅延等の異常所見は認めなかった。

画像所見より鼻腔に一部歯冠が萌出しているのが

認められた。全身麻酔下に埋伏歯抜歯術を施行 し

た。術式 は,2～3の 唇側 にWassmund切 開を

加え,剥 離を行い梨状口下縁と鼻腔粘膜を明示 し


